07.生理学後期試験対策１

生理学後期試験Part.1比留間先生範囲

比留間先生は今年から担当になったため、過去問が使用できません。以前は長谷川先生の担当分野であったと思われます。

しかし、授業中試験問題を発表したため比較的点数を取りやすい範囲であると思われます。出題数は１〜２問とのことでしたが、恐らく１問でしょう。

余裕のある方は前期同様ノートからしか出題されないので、授業ノートを見直しておくことをオススメします。

予想問題１（☆☆☆）

生体リズムについて、例を挙げ、講義内容を中心に述べよ。

生体リズムには呼吸（12〜17回/分）、体温、心拍（60〜80回/分）、血圧、睡眠、ホルモン分泌、性周期（28日）などが挙げられる。

サーカディアンリズムについて述べた場合・・・

人体には血圧、睡眠、ホルモン分泌、性周期など様々な生体リズムが存在する。生体リズムにはサーカディアンリズムと呼ぶ24時間前後の周期を持つリズムが存在する。このサーカディアンリズムは自然環境下においては24時間リズムとなる。

この24時間リズムの成因は外因性リズムと内因性リズムである。外因性リズムとは生体機能が環境の周期的変動に反応した結果生じるリズムのことであり、内因性リズムとは環境因子に左右されないリズムのことである。

24時間リズムは前述通りその成因に内因性の要素を含んでいるため、環境因子を排除した場合（温度、湿度、照明etcを一定）リズムは持続するが、周期は24時間から外れてくる。

これは24時間とは異なる周期を示すリズム（フリーランリズム）が原因であり、この周期が正確に24時間でないためズレが生じるのである。

以上のことからサーカディアンリズムは生体内部から発する内因性リズムであり24時間とは異なる内因性周期をもつが、自然環境下では24時間リズムとなることが分かる。

ヒトのサーカディアンリズムの周期は24時間より長いので、24時間周期の昼夜変化に一致するリズム同調をとらなくてはならない。この際、最も必要な同調因子は光刺激である。光刺激は網膜視床下部路から視床下部の視交叉上核（SCN）に伝達されるので、SCNはサーカディアンリズムのジェネレーターとして機能しているといえる。この様にして調節されるサーカディアンリズムにより睡眠、体温、ある種のホルモン分泌等、多くの生体機能が規定されている。

Point!
サーカディアン（circadian）とは約１日という意味のことで、和訳では「概日」と訳す。

この内容の詳細は「標準生理学　第６版」p.843〜p.850に記載。

睡眠覚醒リズムについて述べた場合・・・

ヒトにおける夜間睡眠では大別するとノンレム睡眠とレム睡眠が約90分周期で交互に現れる睡眠サイクルを形成している。

ノンレム睡眠はstage1〜4の段階に分類され、レム睡眠は簡単に言えば夢を見ている状態で、覚醒時と類似した脳波を示し、急速眼球運動が観察される。

通常、睡眠の前半にはノンレム睡眠が多量に出現し、後半には逆にレム睡眠が多く出現する。

しかし、この睡眠構造はサーカディアンリズムのどの位相で睡眠をとるかによって変化する。即ち、体温が低下するリズム位相で睡眠が始まる場合は上記構造をとるが、体温が上昇する位相で睡眠が始まった場合は睡眠初期からレム睡眠が多く出現するのである。これはレム睡眠の出現が主としてサーカディアンリズムで決められているのに対し、ノンレム睡眠の出現は覚醒の長さや質に影響されているからである。

Point!

睡眠は授業では余り触れませんでしたね。

ホルモンのリズムについて述べた場合・・・

ACTH：

下垂体前葉から分泌されるホルモンで、糖質コルチコイド（副腎皮質束状層から分泌されるホルモンで、抗ストレス・抗炎症・血糖上昇作用をもつ）の分泌を促進する。また、視床下部で産生されるCRHにより分泌促進される。

分泌には早朝高く、夕方低いというサーカディアンリズムがある。

GH（成長ホルモン）：

下垂体前葉から分泌され、成長促進作用・血糖上昇作用・（蛋白同化作用）をもつ。サーカディアンリズムに規定されないが睡眠により分泌促進される。

性周期に関連するホルモンについて述べた場合・・・

LH（黄体形成ホルモン）：

分泌部位：下垂体前葉から分泌。

作用：黄体形成を促す。排卵を促す。

分泌刺激：GnRHにより分泌刺激される。

FSH（卵胞刺激ホルモン）：

分泌部位：下垂体前葉から分泌。

作用：卵胞形成を刺激する。排卵を促す。

分泌刺激：GnRHにより分泌刺激される。

上記２つをゴナドトロビン（性腺刺激ホルモン）と呼ぶ。

· 下垂体前葉から分泌されるホルモンはGH,LH,FSH,PRL（プロラクチン）,ACTH（副腎皮質刺激ホルモン）,TSH（甲状腺刺激ホルモン）の６種。

GnRH：

視床下部で産生され下垂体内脈血中に放出される。

エストロジェン（エストロンE1、エストラジオールE2、エストリオールE3）：

分泌部位：卵巣顆粒膜細胞から分泌。エストラジオールは妊娠後期に増加する。

プロジェステロン（黄体ホルモン）：

分泌部位：卵巣黄体から分泌。

作用：妊娠維持に重要。

　　　　　　　　　　　　　　　標準生理学p.958

排卵が起こる仕組み

卵胞期の後半にエストロジェンの分泌が高まると正のフィードバック作用によりLHの多量分泌（サージ状分泌←排卵期のみで通常はパルス状分泌）が生じ、これが引き金となり排卵が起こる。

プロジェステロンが視床下部の体温調節中枢に作用し、基礎体温が上昇する。

· ホルモンが通常パルス状分泌されるのは、受容体とリガンド（ホルモン、伝達物質etc）が休み無く統合することによって生じる受容体のダウンレギュレーション（作用効果の低下）を防ぐためである。

· LHのパルス状分泌ではエストロジェンの分泌は低下し、負のフィードバック作用が生じる。

· 生体では恒常性の維持（ホメオスタシス）のため、ほとんどの機能調節は負のフィードバックによって行われている。

Point!

ホルモンは授業で扱った上記話題のどれかを書けばなんとかなるでしょう。分泌調節機構を記述するならこのテーマが記述しやすいかも。

時間がないのでホルモンはノートの記述をほぼコピーしています。

詳細は「標準生理学　第６版」p.957〜p.960に記載。

上記３テーマが比較的記述しやすい（授業で触れた分野）と思います。

どれか一つテーマを選び自分の言葉で要約すれば合格点が取れる筈です。
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